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日  時  ２０１４年７月２０日（日）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  梶原 敬一 氏 

  講  題  『人間に成る』 

  日  程  午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                 ６時４５分  講 義 

                 ８時１５分  質問の時間 

                 ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

講師紹介 

梶原 敬一（かじわら けいいち）氏（小児科医師） 

195５年、愛媛県生まれ。1980年京都大学医学部卒業。現在、姫路医療センター小児

科勤務。 

著書 「生きる力」 

 

 

 

先生からのメッセージ 

     私達は、人として生まれてきました。しかし、それがそのまま「人間」と

しての尊厳を備えたものとして生きることは、本当に難しいことです。 

 曇鸞は、煩悩成就の凡夫人といわれます。成就は成就してあるのではなく、

成就していくものです。そして、この煩悩が成就されていくことは、そのま

ま人間に成っていく道を示しているのだろうと思います。 

  人間になることを一緒に考えたいと思います。 


